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血 液 の 話 題（ ）
動脈硬化を予防する 魚を食べよう

医療法人 幸良会 シーピーシークリニック
武 元 良 整

血液をサラサラにする。魚を食べて虚血
性心疾患を予防するという話題です。

魚を食べよう と、厚労省報告（文献 ）

年 月 日に厚労省研究として医学
専門雑誌 に報告されました。

目的 魚をよく食べると虚血性心疾患へのリ
スクを減らせるか？

方法 名の日本人男女、心臓病やがん
の既往のない 歳から 歳。
観察期間は 年から 年までの登
録で 年まで約 年間追跡。
多変量解析によると、虚血性心疾患頻
度は魚摂取の少ない群（週に 回）と
比較して魚摂取の多い群（週に 回）
では約 低下。
とくに心筋梗塞や非致死的心疾患では
発病率の低下が顕著であった。

結論 中年では、魚を週 回摂取（ 以下
日）するよりも週に 回の方が、虚
血性心疾患のリスクが低い。

図 に解析例の背景を示します。まず、
魚摂取量を 群に分けて評価しています。
いずれの群でも患者背景としての心血管系
のリスク頻度は同等でした。次に、 群間の
系多価不飽和脂肪酸消費量と心疾患発病

頻度を表 に示します。魚摂取量の少ない
群では虚血性心疾患頻度が ％

（ ）、最も魚摂取量の多い 群では

（ ）。魚摂取量と心疾患頻度と
の間に有意な強い負の相関を認めています。
以上の成績から筆者らは考察のなかで魚
に多いとされるエイコサペンタエン酸
（ 、これは 系多価不飽和脂肪酸の
ひとつ）、ドコサヘキサエン酸（ ）に心
疾患の予防効果があるのではと考えていま
す。
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魚がきらいな場合 は？（文献 ）

魚がきらいな場合、薬で代用出来るもの
でしょうか？血液をサラサラにするとされ
る純度の高い 製剤の大規模臨床試験
結果が報告されました。その目的は高脂血
症での冠動脈イベントの予防に 製剤
と 還元酵素阻害薬との併用効
果の有用性判定です。 （

）研究と呼ばれま
す。 年 （

） における
からの報告です（文

献 ）。この研究では図 のようなプロト
コ ルに従い、 名を 群（図 ）に
分けて比較検討しています。すなわち、そ
の 群とは 群と 群です。 次
予防の症例（健康な人）は 例で、 次
予防症例（安定した虚血性心疾患）は 例
でした。図 は結果です。 年観察後の主
要冠動脈イベント発症率は 群におい
て、有意に低い事が明らかにされました。
その発病頻度を示す相対リスク（

， ％ ， ）
としては ％の減少です。なお、 コ
レステロ ル値と コレステロ ル値
の 群間での有意差は認められませんでし
た。したがって、 還元
酵素阻害薬には脂質改善以外の効果とし
て、主要冠動脈イベント発症率を抑える事
が期待出来ます。

以上、以前から高純度 製剤が 次予
防に有効である報告は散見されていました
が、今回の 次予防を含めた試験での
製剤の有効性を確認出来たとしています。

これまで、動脈硬化は不可避のものと理
解されていました。したがって、冠動脈疾
患や脳血管障害の治療に向けた取り組みが
主流でした。しかし、最近では今回の報告
のような予防に向けた発病頻度への大規模
臨床研究が増えてきており、それらの成果
に注目が集まっています。
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